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シリアル番号は 
背面に巧字して 
ありまず 

<- 


■ューザー登録とサポートソフトのダウンロードにつし、て 

▼ ここにシリアル番号 (S/N) をメモしてください。 


シリアル番号 ( S / N ) はハードみスクに貼られているシールに 
「 ABCOS 呂7巨己 4 ZX 」 のように印字してあります。 

参シリアル番号 ( S / N ) は、ユーザー登録の際に必要です。 

http :// www . iodata . jp / regist / 

参弊社ホームぺージよりサポートソフトをダウンロードする際にも必要です。 

http :// www . iodata . jp / lib / 



Cifl 作環境 _ 

本製品を使うことができるパソコン環境を説日月します 


_巧応機種およびが応 。 S _ 

次の条件を満たずこと 

•本製品を接続できる USB ポートがあること。 

XUS 巳2.0でご使用いただくに肤 USB ポートおよび OS が USB 2.0に対応してい 
る必要があります。巧応していない場合肤 USB 1 .1 として動作します。 

•サポートソフトインストール用の CD-R 日 M ドライブが 

し•と。 


巧応機種 XI 

対応 OS (日本語版のみ） 

DOS / V 7 シン※2 

•Windows Vistas 
参 Windows XP 
•Windows 2000 
•Windows Me 
•Windows 98 ( SE を含む） 

Apple 

iMacOMac DV を含む)、 
iBook 、 

Power Mac G 己、 

Power Mac G 4 Cube 、 
Power Mac G 4、 

Power 巨 00 k G 4、 

Power 巨 00 k G 3 
(Bronze keyboard ) 

•Mac OS 9.1 〜 9.2.2 
•Mac OSX 10.1-10.4 


XI より詳しし刷応機種情報を対応検索エンジン 「 PIO 」 にてご案内しております。 
httpi/www.iodata.jp/pio/ 

《 2 鮮社では、 OADG 加盟メーカーの DOS/V マシンで動作確認をしています。 
※ョ添付ソフトは、 Windows Vis ねには対応しておりません。 



•ご利用の本体との組み合わせにより、スタンバイ、 
休止、スリーブサスペンド、レジュームなどの省電 
力機能はご利用いただけない場合がありまず> 


•起動用ドライブとしてはご使用いただけません。 
•長期間使用しない場合は、コンセントを巧し、ておい 
て < ださい。 


asms セキュリティツールの動作環境 


•インストールずる時は、管理者用権限で□グオンしてくだ 
さい。 

•セキユリテ< ツールをご使用の際はオンラインマニュアル 
をご覧 < ださい。 


巧応機種 

対応 OS (日本語版のみ） 

DOS / V 7 シン 

•Windows XP 
•Windows 2000 


Cg (如速度)じンサーについで ， 

本製品には G センサーが内蔵されていま丈この G センサー 
で本製品の衝撃や傾きを検出してへッドを記録面から退避 
させる機能を搭載していま丈 

X 本機能は、衝撃や傾きによるノ\ードディスクドライブへの損傷を 
軽減ずるものであり、データを保証ずるものではありません。あ 
らかじめご了承ください。 


C データのバックアップについで . 

万一に備えて大切なデータは他のメみアに D - R や M 日な 
ど)や他のノ\—ドデ V スクに定期的にバックアップを行うこ 
とをおずずめしま丸 


C " 本製品のフォーマット作業についで J 

本製品はご購入時、フォーマット済み （1 パーテイシヨン、 
FAT 32) のため、 Windows ではそのまま使用ずることが 
できま东 

フォーマットを行いたい場合は、オンラインマニュアルを参 
照してください。 

ただし Mac OS でお使いの場合は、初期化作業が化要です， 
詳細は、別紙 【@ Mac 日 S 版セットアップガイド】を参照して 
<ださい。 

(Mac OS X 1日.4の場合は、 FAT 32 フオーマットでも使用 
できます)） 


□ サポートソフト CD - R 日 M (1 枚） 

因"①はじめにお読みください （1 枚）[本紙] 

□ ( DWindows 版セットアップガイド （1 枚） 

□ © Mac 日 S 版セットアップガイド （1 枚） 
□ ラバ-フット (8 個） 

※ラバーフットは、取扱説日月書の袋の中に入っていまず。 
ラバーフットは3ム片が8個つながっています 
分割してご使用 < ださい。 


C ハードウエア仕様 ） 


セクタサイブ 

己12バイト 

インタ-フェイス tti 

USB 2.0 、 USB 1.1 

電源仕様 

AC 100 V ±10% 己0/已 OHz 

ミ品度-湿度範囲 

温度己〜3己で 

(パソコンの動作ずる範囲であること） 

湿度20〜80% 

(結露なきこと、 PC 動作範囲であること） 

本体質量 

約 1.2 k 呂 

外形寸法 

49.0 ( W ) XI 96.7 ( D ) x 1 74.9 ( H ) mm 
(突起物を除 <) 


フォーマット後の容量について 


参考 

フォーマット後に OS に表示される容量よ、計算ち法 
が異なるために若干減少しているよラに見えまず> 
■本製品の容量 

1 G バイト=1，〇〇 0 M バイト、1 M バイト 
=1，〇00,000バイトで計算されていまず> 

■ OS 上で表示される容量 

1 G バイト=1，〇 24 M バイト、1 M バイト 
=1，〇48,己7已バイトで計算されていまず> 


♦例) 7己 0 G バイトのハードみスクの場合 


仕様容量 

約7己 0 G バイト 

約7己0,000 M バイト 

OS 上の表示 

約巨 98 G バイト 

約71己，2己己 M バイト 
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各部の名称•機能 


ランプなどのち前と機能を説日月しまず。 
電源 ( POWER ) ランブ 

電源 ON で緑色に点灯しまず， 

アクセス ( ACCESS ) 

ランプ 

本製品にアクセスずると檔创； 

点滅しまず。 

HDD □ツクランプ 

□ツク時 . 赤色点灯 

アン□ツク時…消灯 

センサーランプ 

転倒お出時……梧色点灯 
正常が態時……消灯 


フアンクシヨンボタン 
本製品の取り外しなど'、ユーテ< リテイ 
の設定でいろいろな使いちができまず） 
( Windows のみで'ご利用いただけまを) 
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US 己ポート - 

添付の US 己ケープ;レで、ノ \°ソコンと 
接続します 


ケンジントンス□ツト 


ワイヤーフック 


電源スイッチ 


■ 

ON OFF AUTO 

(出荷時設定） 


X [ AUTO ] に設定すると、パソコンの 
電源に連動して本製品の電源が 
ON / OFF します。詳細は下の履源 
連動機能について]参照。 


〔ラバー フットの取り付け方 


) 



©安定した場所に、 
ラバーフットを 
下にして置く 


※縦置きでご利用くださし、。 


( T 電源連動機能についで _ ) 

本製品には、接続したパソコンに連動して電源を ON / OFF にできる情源連動機制がありまず> 

パソコンに接続したが態で;パソコンの電源を入れれば本製品の電源が日 N になり、パソコンの電源を切れば本製品の電源が 
切れる機能です>「電源連動機制を使用ずれば、電源の日 N / OFF を切り替える必要がなくなります 


_設定ち法_ 

謀定は本製品背面の電源スイッチを 「 AUT 日」に設定ずれば、 
「電源連動機能」がち効になります， 

※出荷時設定は！; OF 円です。 

〇本製品をパソコンから取り外しま东 __ 

©電源スイッチを 「 AUT 日」に謀定しま丈1 

AUTO 


_便いち_ 

パソコンに接続ずるだけでパソコンに連動しま丈 
♦パソコンの電源を入れる一本製品の電源が入りまず， 
鲁パソコンの電源を切る一本製品の電源が切れまず， 

※電源が切れないときは、電源スイッチを 
切ってください。 


参お使いの環境によっては、パソコン上での本製品の取り外し 
手順を行った場合にも、電源が切れる場合がありまを 
参お使いの環境によっては、ノ \°ソコンの起動途中にいったん本 
製品の電源が切れ、しばらくして再度電源が入る場合があり 
まずが、異常ではありません。 
























































































































































































本製品は精密機器です。 w 下のことにご注意くださし、。 

♦落とした a 衝撃を加えない 

♦本製品の上に水などの液体や、クリップなどの小部品を置かない 
参重いものを上にのせない 
参そばで飲食•喫煙などをしない 

♦本製品内部に液体、金属、たばこの煙などの異物を入れない 

動作中にケーブルを巧かなし、 で、 ください。 

故障の原因になったり、データが消失ずるおそれがあります。 

本製品内部を結露させたまま使わなしでください。 

時間をおいて、結露がな < なってからお使い < ださい。本製品を寒い所から暖かい 
場所へ移動したり、部屋のミ品度が急に上昇ずると、内部が結露ずる場合があります。 
そのまま使ラと誤動作や故障の原因となる場合があります。 

本体についたミちれなどを落とず場合、柔らかい巧で 
乾}式きしてください。 

♦洗剤で巧れを落とす場合は、必ず中性洗剤を水で薄めて使用してください。 

参ペンジン、アルコール、シンナー系の溶剤を含んで、いるものは使用しないで、くださ 
い。 

♦市販のクリーニングキットを使用して、本製品のクリーニング作業を行わないで' 
ください。故障の原因となります 

本製品内部およびコネクタ部に液体、金属、たばこの煙など 
の異物が入らないよラにしてください。 

本製品のコネクタ部分には触れなしでください。 

コネクタ部分に触れると静電気により、本製品が破壊されるおそれがありまを 

動作中にケーブ;レを激しく動かさなしでください。 

接細不良およびそれによるデータ破壊などの原因となることがあります。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の昼準に皇 
づ< クラス A 情報巧術装置でをこの装置を家庭環境で使用ずると電波が害 
を引き起こずことがありまず。この場合には使用者が適切な巧策を講ずるよ 
う要求されることがありまず。 




資源ち効利用促進法」に C 0950に定める 
化学物質の含有情報は W 下をご覧<ださい。 
http :// www . iodata . jp / jmoss / 


本製品を使用ずる場合は、ご使用のパソコンや 
周辺機器のメーカーが指示している警告、ミ主意表示を厳守 
してください。 

本製品をご自分で修理•分解•改造しなしでください。 

火災や感電、やけど、故障の原因になります， 

修埋は弊社修埋センターにご依頼ください。 

分解したり、改造した場合、保証期間であっても有料修埋となる場合があります。 

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、 

ずぐにコンセントからプラグを巧しでください。 

そのまま使用ずると义災•感電の原因となります。 

本製品を接続ずる場合は、必ずセットアップガイドで接続 
ち法をご確認になり、じ I 下のことをごミち意ください。 

♦ケーブルにものをのせたり、引っ張ったり、巧り曲げ•巧しつけ•力になどは行わな 
し、でくださし、。义災や故障の原因となりまを 
♦接続ずるコネクタやケーブルを間違えると、パソコン本体やケーブルから発煙した 
り义災の原因となることがあります。 

♦接続ケーブルなどの部品は、必ず添付品または指定品をご使用ください。 

故障や動作不良の原因になります， 

AC 100 V (日0/已 0 Hz)W 外のコンセントに接続しなしでく 
ださい。発熱、乂災の恐れがありまず> 

電源プラグをコンセントに完をに差し込んでください。 

ショート、発熱の原因となり、义災、感電の恐れがありまず， 

本製品の接続、取り外しの際は、必ずセットアップガイドで； 
接続•取り外しち法をご確認くださし、。 

間違った操作を行うと义災•感電•動作不良の原因となります。 

本体を濡らしたり、お風呂場では使用しなしでください。 

火災•感電の原因となりまず> 

お風呂場、雨天、降雪中、海岸、水辺でのご使用は、特にごを意ください。 

濡れた手で本製品を扱わないでください。 

感電や、本製品の故障の原因とな0まず， 

電源ケーブルにつし、てはじ(下にごま意ください。 

♦必ず添付または指定の電源ケーブルを使用してください。 

♦電源ケースレを加工したり、無埋に曲げたり、ねじったり、弓 I っ張ったりしなし、でく 
ださい。 

♦電源ケーブルを AC コンセントから巧 < 場合は、必ずプラグ部分を持って巧いてく 
ださい。ケースレを弓 I っ張ると、斷線または短絡して、义災および感電の原因とな 
ることが巧ります。 

♦電源ケースレの電源プラグは、濡れた手で AC コンセントに接続したり、巧いたり 
しなしでください。感電の原因となります。 

♦電源ケーブルが AC コンセントに接続されているときには霜れた手でパソコン本 
体に g ちらなしでください。感電の原因となります。 

♦本製品を長時間使わない場合は、電源ケーブルを電源から巧いて < ださい。電源 
ケープルを長時間接続していると、電力消費•発熱します。 


安をにお使いいただくために 


ここでは、お使いになるちへの危害、財産への損害を未然に防き'、 
安をに正しくお使いいただくための注意事項を記載していまず） 

ご使用の際には、必ず記載事項をお守りください。 

■警告および注意事項 


A 注意 


A 

この表示を無視して誤つ 

A 

この表示を無視して誤った 

た取り扱いをずると、人体 

取り扱いをずると、人が損傷 

に多大な損傷を負ラ可能 

を負ラ可能性又は物的損害 

警告 

性が想定される内容を示 

ま意 

のみの発生が想定される内 


しています 


客を示していまず， 


■給記号の意巧 



この記号はま意(警告を含む)を促ず内 
客を告げるわのでを記号の中や近 < に 
具体的な内容が書かれでいまを 

この記号は禁止の行為を告げるわので' 
す記号の中や近くに具体的な内容が書 
かれでいます 

この記号は必ず行っていただきたい行 
為を告げるわのでを記号の中や近 < に 
具体的な内容が書かれでいまを 


例） 

「発火を意」を表す 
絵表示 


例） 

「分解禁止」を表す 
絵表示 


例） 

博源プラグを抜。 
を表す絵表示 


處 


も 

を 

0 


A 警告 


0 


本製品を使用中にデータが消失した場合でわ、 

データの保証は一切いたしかねまず， 

故障や万一に備えて定期的にバックアップをお取りください。 

本製品の周辺に放熱を妨げるような物を置かなしでくださ 
い。 

周辺に放熱を畑： r る物を置かなし、でください。 

本製品ま W 下のような場所觸獄で保管•使用しなし、でく 
ださい。 

故障の原因となることがあります。 

♦振動や衝撃の加わる場所 
♦湿気やホコリが多い場所 
♦ミ品湿度差の激しい場所 
♦熱の発生ずる物の近く (ストーブヒータなど） 

♦強い磁力電波の発生する物の近< 

(磁石、みスプレイ、スピーカ、ラジオ無線機など） 

参水気の多い場所治巧、お室など） ♦傾いた場所 

♦腐食性ガス雰囲気中 ( C 12、 H 2 S 、 N H 3、 S 02 、N Ox など） 

♦静電気の影響の強い場所 

♦保温性•保湿性の高い(じゆうたん•力ーペット•スポンジ•ダンボール箱•発泡 
スチロールなど)場所での使用(保管は構いません） 

アクセスランプ点;な中に電源を切ったり、パソコンを 
リセットしなし、でください。 

故障の原因になったり、データがミ肖失するおそれがあります。 


♦直射日光のあたる場所 
♦ミ品湿度差の激しい場所 


r 廃棄•譲渡などされる際のミ主意 . 

•本製品に記録されたデータは、 OS 上で削除したり、ハードみス 
クをフオーマットずるなどの作業を行っただけでは、特殊なソフト 
ウェアなどを利用ずることでデータを復元•再利用できてしまラ 
場合がありまず） 

その結果として、情報が漏洩してしまう可能性がありえまず。 


•ノ\—ドみスク上のソフトウェアにつし、て 
ノ\-ドデ V スク上のソフトウェアに S 、 アプリケーシヨンソフトなど)を 
削除ずることなく八ードデ V スクを譲ミ度ずると、ソフトウェアライセンス 
使用許諾契約に抵触ずる場合がちりまず> 


•情報漏巧などのトラブルを回避ずるために、データ消去のための 
ソフトウェアやサービスをご利用いただ<ことをおずずめいたし 
まず） 

■ノ \ードデ< スクデータ消去ソフトのご案内 


本製品のサポート CD - ROM 口よ、弊社の 「DiskRefresher LE 」 
が添付さておりまず> 本製品を廃棄あるいは譲渡される際には、こ 
ちらをお使いいただくことをおずずめしまず> 


C §sFi" ミたキュリティツールご使用の際のを意 ） 

•セキュリティツールで使用したパスワードの管理には十分ご注意 
<ださい。 

•万が一、パスワード(設定に使った EasyDisk を含む)をお忘れに 
なった(紛失•破損した)場合は解除できなくなります。その場合 
は、内部のデータに関しては弊社まいっさいの責任を負いかねま 
ず） 

•解除できなくなった場合、弊社修理センターに送付いただければ 
解除いたしまずが、内部のデータはをて消去され出荷時が態とな 
りまず)あらかじめご了承ください。 

■暗号フォルダをご利用いただ<場合の注意点 

•暗号フォルダを作成したパソコン自身のセキュリティ管理(ユーザ 
-やパスワードの管理)にごミ主意ください。 

暗号フォルダはそのパソコンにログオンできるをてのユーザーで' 
内容を参照ずることができまず。 

この点にご留意し、ただき運用願いまず> 

•暗号フォルダ内のファイルは他のパソコンからその内容を参照ず 
ることはできませんが、ファイルを消したり上書きしたり異なるデ 
-夕を書き込む事ができてしまいまず。 

不測の事態に備えてデータは必ずバックアップをお取りいただき、 
他のパソコンでは暗号フォルダにアクセスしないよラにごま意く 
ださい。 

暗号フォルダ内のファイルを他のパソコンで変更したり上書きし 
た場合は、暗号フォルダがインストールされたパソコンではファイ 
ルが壊れた状態となり、読み込みで'きません。 

•暗号フォルダ内に作成したフォルダをゴミ箱に捨てる(削除ずる） 
場合、 [ Shift ] キーを押しながら捨ててください。 

[ Shift ] キーを押さなしでごみ箱に捨てる(削除ずる)と、削除エラ 
一となりまず） 


0^- 0^- 0^- ¢5?- 


か^ 签處 P 丛 1 


C ごま意 


〔お問い合わせ 


) 


1 ) 本製品及び本書は株式会社アイ•オー•データ機器の著作物です。したがって、本製品及 
び本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変ずることは法律で禁じられ八、 
ます。 

2) 本サポートソフトウェアに含まれる著作権等の知的財産権は、お客様に移転されません。 

3) 本サポートソフトウェアのソースコードにつしで肤如何なる場合もお客様に開示、使用 
許諾を致しません。また、ソースコードを解明するために本ソフトウェアを解析し、逆アセ 
ンブルや、逆コンパイル、またはその他のリバースエンジニアリングを禁止しまを 

4) 書面による事前承諾を得ずに、本サポートソフトウェアをタイムシェアリンクリース、レ 
ンタル、販売、移転、サブライセンスすることを禁止しまを 

日)本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器システム 
などの人命に関る設備や機器、及び海底中継器、宇宙衛星などの高度な信頼性を必要と 
する設備や機器としての使用またはこれらに組み込んでの使用は意図されておりませ 
ん。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、本製品の故障により、人 
身事故、义災事故、社会的な損害などが生じても、弊社ではいかなる責任も負いかねま 
す。設備や機器、制御システムなどにおし、て、冗長設計、义災延焼が策設計、誤動作防止設 
計など、安を設計に万をを期されるようごを意願います。 

日)本製品及び本書の内容につしのま、改良のために予告なく変更することがあります。 

7) 本サポートソフトウェアの使用にあたっては、バックアップ保ちの目的に限り、各1部だ 
け複写できるものとしまを 

8) お客滿ま、本サポートソフトウェアを一時に1台のパソコンにおしでのみ使用することが 
できまず。 

9) お客棟は、本製品または、その使用権を第兰者に再使用許諾、譲ミ度、移転またはその他 
の処分を行うことはできません。 

1 0) 弊社は、お客様が【ごを意】の諸条件のいずれかに違反されたときは、いつでも本製品の 
ご使用を終了させることができるものとしまを 

11 ) 本製品は日本国内仕様です本製品を日本国外で使用された場合、鮮社は一切の責任を 
負いかねまず。また、弊社は本製品に関し、日本国外へのほ術サポート、及びアフターサ 
-ビス等を行っておりませんので;予めご了承ください。 (This product is for use 
only in Japan. We bear no responsibility for any damages or losses 
arising from use of, or inability to use, this product outside Japan 
and provide no technical support or after-service for this product 
outside Japan.) 

12) 本製品は「外国為替及び外国貿易沿の規定により輸出規制製品に該当する場合があり 
まを 

国外に持ち出す際には、日本国政府の輸出許可申請などの手続きが必要になる場合が 
あります。 

13) 本製品を運用した結まの他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねま 
ずのでご了承ください。 


本製品に関するお問い合わせはサポートセンターで受けイ寸け 
ていまず， 

①蹲なホー厶ぺージをご確認ください。 

サポート Web ぺージ内の「製品日 & A 、 News その他」をご覧くださ 
し、。過去にサポートセンターに寄せられた事例なども紹介されていま 
束こちらも参考になさってください。 

http://www.iodata.jp/support/ 

添付のサポートソフトをバージョンアップずることで解ミ夫できる場 
合がありまず^下記の弊社サポート•ライブラリから最新のサポート 
ソフトをダウン□ードしてお試しください。 

http : //www.iodata.j p/lib/ 

⑤それでち解決できない場含は… 

住所：干 920-8513 石川県金沢市楼田町 2 T 目84番地 
アイ.才 一. データ 第2ビル 
株式会社アイ■オー■データ機器サポートセンター 

電話 本社 076 - 260-3688 ま京 03 - 3254-1095 

※受付時間9:00〜17:00月〜金曜日（祝祭日を除く） 

FAX :本社 076 - 260-3360 ま京 03 - 3254-9055 

インターネット； http://www. lodata. j p/support/ 


rHD ま命 J rBOOT ま命 J に関するお問い合わせ 


□ 株式会社アーク情報システ厶連絡先 

お問い合わせの際には、必ずソフトウェアのオンラインマニュアル 
を確認し、必要となる資料をご用意の上、ご連絡〈ださい。 

また、お問い合わせの際に製品のシリアルを確認させていただ〈 
場合があります。 




kakumei@ark-info-sys.cojp 

03 - 3234-9251 

※受付時間10:00〜12:00、13:00〜17:00 
月曜日〜金曜日川月1日、祝祭日を除く) 

03 - 3234-9252 

干 102-0076 

東京都千代田区五番町 4-2 東プレビル 
企画販売部ユーザーサポート係宛 


お知らせいただく事項についで 


^ 1. ご使用の弊社製品名 

fT ] 2-ご使用のパソコン本体と周遇機器の型番 

3. ご使用のサポートソフトのバージョン 

4. ご使用の OS とアプリケーションの名称、 

パ'—ジョン及び、メーカー名 

5. トラスレが起こった状態、トラブルの内容、現なのが態 
(画面の状態やエラーメッセージなどの内容） 


0商標についで _ ) 

•1-0 DATA は、株式会社アイ • オー • データ機器の登録商標でず， 

• Microsoft 、 Windows は、米国 Microsoft Gorporation の登録商標 
でず。 

• Apple 、 Macintosh 、 Power 巨 00 k、i Mac 、 旧 00 k 、 FireWire 、 
Power Mac 、 Mac、Mac OS、Mac OS □コ'およびその標章は、米国 
Apple Computer , Inc . の登録商標でず， 

♦「 HD 革命」、 「 BOOT 革命」は株式会社アーク情報システムの登録商標でず， 

♦その他、一般に会社名、製品名はる社の商標または登録商標でず， 

G 本製品での呼び方 ) 


本製品では I ソ下の呼びちを使用していまず， 


呼びち 

意巧 

Windows Vista 

Microsoft ® Windows ⑥ Vista ™ Business Operating System 、 
Microsoft ® Windows ⑥ Vista ™ Enterprise Operating System 、 
Microsoft ® Windows ⑥ Vista ™ Home Premium Operating system 、 
Microsoft ® Windows ⑥ Vista ™ Home Basic Operating System 、 
Microsoft ® Windows ® Vista ™ Ultimate Operating System 
の総称 

Windows XP 

Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP Professional Operating System 、 
Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP Home Edition Operating System 
の総称 

Windows 2000 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professional Operating System 

Windows Me 

Microsoft ⑥ Windows ⑥ Millennium Edition Operating System 

Windows 98 

Microsoft ® Windows ® 98 Operating System 、 

Microsoft ⑥ Windows ⑥ 98 Second Edition Operating System 
の総称 

Windows 

Vista / XP /2000 

Windows Vis ね 、 Windows XP、Windows 2000の総称 

Windows Me /98 

Windows Me、Windows 98 の総称 

Windows 

Windows Vis ね/ XP / 2000 / Me /98 の総称 


〇彦理についで 


) 


修理についで 


本製品の修理をご依頼される場合は、 W 下の事項をご確認 < ださい。 

•内部のデータについて 

■検査の際には、内部のデータはすべて消去されてしまいまず， 

(厳密な検査を行うためでず> どラぞご了承くださし、。） 

※データに関しては、薛社はいっさいの責任を負いかねますバックアップで 
きる場合は、修理にお出しになる前にバックアップしてくださし、。 

■鮮社では、データの修復は行っておりません。 

•お客様が貼られたシールなどについて 

修理の際に、製品ごと取り替えることがありまず> その際、表面に貼られてい 

るシールなどは失われまずのでご了承ください。 

•修理金額について 

■保証期間中は、無料にて修理いたしまず。ただし、八ードウエア保証書に記 
載されている「保証規定」に該当する場合は、有料となりまず， 

※保証期間につし、ては、ノ \-ドウエア保証書をご覧くださし、。 

■保証期間が終了した場合は、有料にて修理いたしまず， 

※轉社が販売終了してから一定期間が過ぎた製品は、修理ができな < なる 
場合があります 

■お送りいただいた後、有料修理となった場合のみ、往復はがきにて修理金 
額をご案内いたしま束修理ずるかをご検討の上、検討結果を記入してご 
返送ください。に依頼時に FAX 番号をお知らせいただければ、修理金額 
を FAX にて連絡させていただきまず，）修理しないとご判断いただきまし 
た場合は、無料でご返送いたしまず， 


修理品の依頼 


本製品の修理をご依頼される場合は、じ(下を行って < ださい。 

• メモに控え、お手元に置いて<ださい 

製品名、シリアル番号(製品に貼付されたシールに記載されていまず J 、送付 
日時をメモに控え、お手元に置しでください。 


•これらを用意してください 

■必要事項を記入した本製品のノ\ードウエア保証書(コピー不可） 

※ただし、保証期間が鞭了した場合は、必要ありません。 

■下記の内容を書いたもの 

返送先惟所/氏名/(あれ哦 FAX 番号]、日中に連絡可能な電話番号、 
使用環境(機器構成、 OS など)、故障状況(どラなったか） 

•修理品を姻包して < ださい 

■上記で用意した物を修理品と一緒に徊包してください。 

■輸送時の破損を防ぐため、ご購入時の箱•個包材にて徊包して < ださい。 
※ご購入時の箱•徊包材がない場合は、厳重に徊包してくださし、。 

•修理をご依頼<ださい 

■修理は、下記の送付先まで'お送りくださし、。 

※原則として修理品は興社への持ち込みが前提でを送付される場合は、発 
送時の費用はお客様ご負担、修理後の返送費用は魄社負担とさせていた 
だきまず。 

■送付の際は、紛失等を避けるため、宅配便か書留郵便小包でお送り < だ 
さい。 

【送付先】〒日 20-8 己13石川県金ミ尺市松'田町 2 T 目84番地 
アイ•才一•データ第2ビル 
株式会社アイ•オー•データ機器修理センター宛 


修理品の返送 


■修理品到着後、通常約1週間ほどで薛社より返送できま式 

※ただし、有料の場合や、修理内容によっては、時間がかかる場合がありまホ 


デジタルライフの裏を拡げる 

I 夏アす •,_ • デ ー g 機器 

本社サポートセンター：干 920-8513 石川県金沢市梭田町2 了目84番地 

ホームぺージ： http://www.iodata.jp/support/ 

Copyright (C) 2006 1-0 DATA DEVICE, INC. All Rights Reserved. 
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